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解説・報告

薬剤耐性菌問題は，ワンヘルス
アプローチに基づく対策が必要な
ものとして位置付けられており，
国内では 2016年に採択された薬
剤耐性（AMR）対策アクション
プランに基づき，さまざまな取組
みが進められている．これに先立
ち 2013年農林水産省から畜産分

野における動物用抗菌剤の慎重使用を求める通知が発出
されている［1］．また，国内では 1999年以降農林水産
省により家畜の薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）が
実施され，畜産分野における全国的な薬剤耐性菌のモニ
タリングとともに，全国的な動物用抗菌剤の販売量が毎
年公表され［2］，有効成分重量ベースでの全国的な販売
量が推定可能となっている［3］．一方，EUでは，欧州
動物用抗菌剤使用量サーベイランス（ESVAC）の下，
家畜バイオマス重量（ある特定の時点における家畜生物
体の重量で，家畜の標準体重に飼養頭数またはと畜数を
乗じて計算する）当たりの有効成分販売重量を算出し，
各国間で使用量を比較している［4］．また，OIEでは
ESVACと同様の方法を用いて加盟国の抗菌剤使用量の
モニタリングシステムの構築を進めている［5］．
このように家畜バイオマス重量当たりの有効成分重
量を用いたモニタリングにより，各国間での家畜の飼養
頭数を補正した比較が可能となっている．しかし，有効
成分重量を用いた評価は，抗菌剤使用に当たっての抗菌

剤間での効力（用量）の違いが反映されないという問題
がある．すなわち，抗菌剤の使用により耐性菌が生き残
り増殖する（選択される）が，使用する抗菌剤を少量で
効果を示す抗菌剤（用量が小さい抗菌剤）に変更するこ
とで，この選択圧は変化していないにもかかわらず，使
用量が減少したかに見え，抗菌剤への暴露の度合いを正
確に反映していないという問題がある．
この問題を解決するために，DDD（Defined Daily 

Dose）を用いた使用量モニタリングが畜産分野でも提
案されている［6］．DDDは，医療分野で開発された測
定指標であり，「医薬品の主な適応症に対する成人の 1

日仮想平均維持量（Assumed average maintenance 

dose per day for a drug used for its main indication 

in adults）」と定義される［7］．医療分野ではWHOに
より設定された DDD値と販売（処方）された薬剤の有
効成分重量から1日1,000人当たりの投与人数を計算し，
薬物使用量の推計，異なる薬物間の比較，薬効群間の比
較，国や地域間の比較，時系列的な比較などに応用され
ている［7］．
動物用医薬品の DDD値については，医薬品のように

WHO等により設定されておらず，デンマーク，オラン
ダ，フランスなど欧州の一部の国では抗菌剤製品毎にそ
れぞれ DDD値を設定して使用している．ESVACは将
来 DDD値から推計した使用量モニタリングを目指し，
加盟国から収集した抗菌剤製品の用量データを参考にし
て抗菌剤毎に DDD値を設定している［6］．（なお，「抗



353

菌剤」は有効成分の種類による分類で，例えばアンピシ
リンやオキシテトラサイクリンが相当し，「抗菌剤製品」
は，実際に流通している商品で，例えばアンピシリン注
射液 NZや動物用 OTC10％散「KS」が相当する．）

DDD値を設定することにより，使用された抗菌剤の
有効成分重量，家畜の標準体重，飼養頭数のデータをも
とに，年間平均治療日数や 1日 1,000頭当たりの平均治
療頭数を計算することが可能となる（図 1）．例えば，
オランダでは，抗菌剤製品毎に DDD値を設定し，農場
の納品記録のデータ，家畜飼養頭数，あらかじめ設定し
た家畜の標準体重をもとに各農家の 1年間に治療を受け
た平均日数を算出している［8］．デンマークでもやはり
抗菌剤製品毎にDDD値を設定し，農場毎の処方データ，
家畜飼養頭数，標準体重をもとに各農家の 1日 1,000頭
当たりの平均治療頭数を算出している［9］．フランスで
は抗菌剤系統毎に DCD値（Defined Course Dose，1

回の治療に用いられる量で DDD値と投与日数との積で
求める）を設定し，製造販売業者の販売量データ，農水
省により公表される飼育頭数，生体重から計算される家
畜バイオマス重量をもとに抗菌剤で治療されたと考えら
れる動物の割合（ALEA：Animal Level of Exposure 

for Antimicrobials）を算出している［10, 11］．ただし，
上述のとおり，このような方法で計算された治療頭数な
どの値はあくまでも一定の前提の下で計算された技術的
指標であり，実際の治療頭数を示すものではない．
今回，国内においても家畜の抗菌剤への暴露の度合
いを選択圧の観点からより正確に測定できるシステムの
構築に資するために，国内で販売されている動物用抗菌
剤製品毎の DDD値の設定を試みた．

DDD値の設定は，既に作成した当研究室の HP

（https://aksugiur.wixsite.com/es-sd/publications）
に掲載されている豚用抗菌剤 IDリスト［12］を動物用
医薬品医療機器要覧 2018年版（日本動物用医薬品協会
編）及び動物医薬品検査所の動物薬検索システム（動物
用医薬品等データベース）［14］をもとに更新したうえ
で，これらに収録された各製品の使用説明書に記載され
ている用量に基づいて製品包装単位毎に設定した．な
お，豚用抗菌剤 IDリスト［12］の更新に当たっては，
動物医薬品検査所の検索システムに収録された製品の包
装単位として承認申請時に製造予定であった包装単位が
すべて記載されていたことから，最終的には医薬品メー
カーに実際の製造・流通の有無を電話またはメールで照
会し，実際に流通しているものだけをリストに含めた．
将来のモニタリングプログラムに応じて選択できるよう
に DDD値は平均値と最大値の両方を設定した．平均値
の算出は用量に幅がある場合には示されている最大用量
と最小用量との平均とした．持続型の注射剤について
は，用量を持続日数で除して算出した．例えば，アモス

タック LA注の DDD値は，持続日数が 2日，用量が
15mg/体重 kgであることから，15/2＝7.5mg/kg/日
となる．また，1つの製品で体重 1kg当たり飼料に混じ
て投与する指示と飼料（kgまたはトン当たり）に混ぜ
て投与する指示の両方の指示があるものは，体重 1kg

当たりの用量を用いた．飼料（kgまたはトン当たり）
や飲水（リットル当たり）に混じて投与するように指示
があるものは ESVACと同様，換算係数（飼料 1kg当た
りから豚 1kg当たりに換算する場合には 0.04，飲用水
1l当たりから豚 1kg当たりに換算する場合は 0.10）を
乗じて換算した［13］．例えば，動物用 CTC10％散「KS」
の場合，飼料 1トン当たり 100～440g（飼料 1kg当た
り 100～440mg）を混ぜて投与するよう指示があり，
最小用量は 100×0.04（換算係数）＝4mg/体重 kg，最大
用量は，17.6mg/体重 kgとなる．よって，DDD値の
平均値及び最大値は（17.6＋4）/2＝10.8mg/kg/日及び
17.6mg/kg/日となる．
同じ製品でも適応症によって用量が異なる場合は，主
適応症の用量を，主適応症がない場合は最も小さい用
量をそれぞれ採用した．例えば，動物用プロカインペニ
シリン Gゾルの場合，適応症が「豚丹毒」と「肺炎・
創傷感染」があり，用量はそれぞれ体重 1kg当たり
30mg，2.4～3mgである．主適応症が「肺炎・創傷感
染」であるため，2.4～3mgを用い計算した．一方，タ
イアムチン水溶散の場合，適応症が「豚赤痢」と「慢性
型増殖性腸炎」の 2つがあり，用量はそれぞれ飲水 1l

当たり 45～58.5mg，58.5mgである．主適応症がない
ため，最も小さい用量の 45～58.5mgを用い計算した．
飲水 1l当たりであるから，最小用量は，45×0.1（換算

年間有効成分
使用重量（kg） A

製品毎の DDD値
（mg/体重 kg/日） B

年間治療延頭数
A×106/B/CE

平均標準体重
（kg）

C

飼養頭数
（頭） D

平均年間治療日数
E/D
または

1日千頭当たり
治療頭数

E×1000/D/365

F

図 1　DDDベースでの抗菌剤使用量指標の計算方法（概
念図）
年間有効成分重量（A）と DDD値（B）と平均標

準体重（C）で割ることにより年間治療延頭数を計算
できる．さらに，飼養頭数（D）で割ることにより平
均年間治療日数を計算できる．さらに，1000/365を
乗じることにより 1日千頭当たりの平均治療頭数を計
算できる．
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係数）＝4.5mg/体重 kgとなり，最大用量は 58.5×0.1

＝5.85mg/体重 kgとなる．
図 2に実際の製品 ID・DDDリストの一部を示した．
全体のファイルは当研究室の HP（https://aksugiur.

wixsite.com/es-sd/publications）からダウンロード可
能である．

ESVACの DDD値は EU 9カ国から提出された使用
説明書をもとにして投与経路，畜種，抗菌剤毎に設定さ
れ，用量に幅がある場合は平均値を用いている．合剤の
場合は基本的に単剤と同じであるが，サルファ剤とトリ
メトプリムの合剤は相乗効果があるため，サルファ剤の
みは単剤と合剤で分けて設定されている．本研究で設定
した DDD値は製品毎ではあるが，平均値において比較
すると，その多くが ESVACの値よりも小さく，特に経

口投与のものについて差が大きかった．ESVACの抗菌
剤の種類は日本と比べて多いが，日本で承認されている
抗菌剤とは一致しないものもあり，比較できる抗菌剤は
あまり多くなかった．また，デンマークの DDD値（投
与経路，薬剤系統毎）［15］と本研究の最大値と比較す
ると，本研究の値の多くがデンマークの値より小さかっ
たが，ドキシサイクリン（経口），タイロシン（経口）
など値が近いものもあった．
カナダの DDD値については，ESVACと同様，投与

経路，畜種，抗菌剤毎に設定されている［16］．今回設
定した日本の DDD値（平均値）はおおむねカナダの
DDD値より大きかったが，カナダの値に近いものも
あった．
農研機構動物衛生研究部門では，日本養豚開業獣医師
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注射薬 基本的に最小単位（コード末尾数字が 0）：バイアル（V）またはボトル（B）
製品名の後にスペースを空けて容量を数字で示す
何本かが 1箱になっているもの（製品名末尾に「Vまたは B」と「箱」）は購入単位も独立して番号（コード末尾番号が 1，2，・・）を付与。

テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012010 動物用ユナシリン注 20 V 1 /V 50 mg/mL 20 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012011 動物用ユナシリン注 20 V 箱 10 10 /箱 50 mg/mL 20 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012020 動物用ユナシリン注 100 V 5 /V 50 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012021 動物用ユナシリン注 100 V 箱 10 50 /箱 50 mg/mL 100 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012030 アラマイシン LA注射液 100 V 20 /V 200 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012040 オキテラ注・LA200 100 V 20 /V 200 mg/mL 100 mL/V 

or A
1 V or 

A
5 6.67

テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012050 テラマイシン・LA注射液 20 V 4 /V 200 mg/mL 20 mL/V 1 V 5 6.67
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012051 テラマイシン・LA注射液 20 V 箱 10 40 /箱 200 mg/mL 20 mL/V 10 V 5 6.67
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012060 テラマイシン・LA注射液 100 V 20 /V 200 mg/mL 100 mL/V 1 V 5 6.67
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012070 テラマイシン・LA注射液 250 V 50 /V 200 mg/mL 250 mL/V 1 V 5 6.67
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012052 テラマイシン・LA注射液 20 V 箱 ５ 20 /箱 200 mg/mL 20 mL/V 5 V 5 6.67
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012080 エンゲマイシン 10％注射液 100 V 10 /V 100 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012090 オキシテトラサイクリン注 NZ 20 V 1 /V 50 mg/mL 20 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012091 オキシテトラサイクリン注 NZ 20 V 箱 10 10 /箱 50 mg/mL 20 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012100 オキシテトラサイクリン注 NZ 100 V 5 /V 50 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012101 オキシテトラサイクリン注NZ 100 V 箱 10 50 /箱 50 mg/mL 100 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012110 OTC注「KS」 20 V 1 /V 50 mg/mL 20 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012111 OTC注「KS」 20 V 箱 10 10 /箱 50 mg/mL 20 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012120 OTC注「KS」 100 V 5 /V 50 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012130 OTC注 10%「フジタ」 50 V 5 /V 100 mg/mL 50 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012131 OTC注 10%「フジタ」 50 V 箱 10 50 /箱 100 mg/mL 50 mL/V 10 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012140 OTC注 10%「フジタ」 100 V 10 /V 100 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012141 OTC注 10%「フジタ」 100 V 箱 5 50 /箱 100 mg/mL 100 mL/V 5 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012150 テトラジン 100 V 0.05 /V 0.5 mg/mL 100 mL/V 1 V 6.5 10
テトラサイクリン系 オキシテトラサイクリン 注射 1012151 テトラジン 100 V 箱 5 0.25 /箱 0.5 mg/mL 100 mL/V 5 V 6.5 10

チアンフェニコール系 チアンフェニコール 注射 1020010 ネオマイゾン注射液 20 V 5 /V 250 mg/mL 20 mL/V 1 V 20 30
チアンフェニコール系 チアンフェニコール 注射 1020011 ネオマイゾン注射液 20 V 箱 10 50 /箱 250 mg/mL 20 mL/V 10 V 20 30
チアンフェニコール系 チアンフェニコール 注射 1020020 ネオマイゾン注射液 100 V 25 /V 250 mg/mL 100 mL/V 1 V 20 30

チアンフェニコール系 フロルフェニコール 注射 1021010 フロルフェニコール注 100「KS」 100 V 10 /V 100 mg/mL 100 mL/V 1 V 5 5
チアンフェニコール系 フロルフェニコール 注射 1021040 フロルフェニコール注 100「フジタ」 100 B 10 /B 100 mg/mL 100 mL/B

（プラ
キャップ）

1 B 5 5

図 2　動物用抗菌剤の製品別 DDD値（抜粋）
最後の 2列が各製品の DDD値（平均値および最大値）を示している．
全リストは，https://aksugiur.wixsite.com/es-sd/publicationsに掲載されている．
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協会との共同研究を通して，養豚農場における抗菌剤の
使用量を評価するシステム（PigINFO Bio）を構築し
運営している［17］．本システムにおいては，農場にお
ける出荷肉豚当たりの各抗菌剤の有効成分重量を用いて
抗菌剤間，農場間の比較を行っているが，前述のとおり，
この指標では抗菌剤の用量が反映されず，抗菌剤への家
畜の暴露の度合いが正確に反映されていないという問題
がある．今後は今回設定した DDD値を用いて農場での
抗菌剤の使用量が計算され，暴露の度合いを推定し，抗
菌剤の適正・慎重利用の促進に繋がることを期待する．
なお，抗菌剤以外の豚用医薬品についても DDD値設定
の取組みを行っている．

DDD値の設定に当たって貴重な助言をいただいた日本養豚
開業獣医師協会の会員の皆さまに深謝する．本研究は，2017
～2021年度農林水産省委託プロジェクト研究薬剤耐性問題に
対応した家畜疾病防除技術の開発（薬剤耐性プロジェクト）の
一環として行われた．
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